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概 要

「ノンフレーム工法」は、斜面の樹木などの植生が持つ斜
面安定効果を生かしつつ、補強材と地山の相互作用によって、
自然斜面全体の安定性を高める工法。
樹木伐採や法切を行わず、現況地山のままで施工するとい

う斬新な発想から生まれた工法で、施工後も元々の景観、環
境を維持でき、CO２削減や、生物多様性保全にも貢献できる。
また、斜面を改変せずに施工するため、樹木伐採や切土・

法面整形、植生工といった工程が不要であり、かつ二次製品
の支圧板を用いるため工期短縮・コスト縮減が実現できる。
さらに、残土や伐採木の搬出作業が不要、小型機械のみで

施工可能、搬入路が設置困難な小規模な現場でも施工が可能
といった優れた特長を持つ。

工法の構成と設計のポイント

ノンフレーム工法は、補強材、グラウト、支圧板、頭部連
結材（ワイヤロープ）で構成される。

●補強材：想定すべり面より深い安定地盤に定着させ、地山
と補強材との相互作用によって斜面を補強して安定させ
る。

●支圧板：補強材の曲げ抵抗力、および補強材に生じる軸力
をより効果的に発揮させる。支圧板のリブにより、表層土
の流出を抑制する効果もある。

●ワイヤロープ：引留め・荷重分散・土壌緊縛等の効果を発
揮する。

ノンフレーム工法は、鉄筋挿入地山補強土工法に準じてお
り、すべり深さ約３ｍ以内の浅層崩壊を対象とし、永久構造
物として必要な安全率を確保するよう設計される。
切土斜面ではなく自然斜面を適用対象とするため、大きく

異なる移動層と不動層の土質性状を考慮しながら、補強材の
曲げ抵抗、支圧板の効果、頭部連結効果を元にした設計方法
を提案、採用している。
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①NNSロッド ②NNSカプラ
③NNSナット ④NNSビット
⑤NNSキャップ‐G
⑥NNSキャップワッシャー
⑦NNSシース ⑧支圧板
⑨ワイヤロープ
⑩ PSターンバックルパイプ式両アイ形
⑪クランプW管

■すべり深さ３m以内の浅層崩壊を対象とする

樹根で防止できない深さの
がけ崩れは、“人工根っこ”
のノンフレーム工法が守る

比較的浅いがけ崩れは、
樹根で防止されている

■ノンフレーム工法（左）と従来工法（右）
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ノンフレーム工法を施工した斜面（写真左半分）では、自然も守られ
ている。
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